特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース　　13年　3月　７日　　450号
第17回自然と里山講演会　3月2日　26名の出席　宇治　城陽　八幡　精華など幅広い地域から参加していただきました

前日は寒さ厳しかったので、かなり厳しいと予想していました。金曜日に毎日新聞、土曜日には京都新聞が案内記事を掲載して頂きました。受付で、「新聞の案内記事を見てきた」という方が数人おられました。
講師の渡辺先生には「暮らしも地域・自然も壊す『原発震災とTPP』を考える」として2時間20分お話をいただきました。被災地の叫び「知らされない真実」「原発を認めた時から地獄行き列車に乗せられていた」「原発さえなければ」と牛舎に書いて自殺した酪農家の姿を切り口にして、解り易く時に川柳も入れてお話が進みました。
特にドイツの脱原発政策と自治体の100％自然エネルギー自給地域づくり」の運動に学ぼうと呼び掛けられました。また「TPP例外なき自由化」は暮らしと地域・自然の危機に拍車となるとして、ルールの基本原則や仕組み、「TPPの本質」と「何が問題なのか」として、交渉内容は非公開、協定発効後の4年間秘密扱いとするもので主権在民・国民主権・経済主権の原理原則に違反するものと強調されました。
質疑応答では、日本の首相は韓国の大統領のようになぜ大歓迎を受けられなかったのでしょうかと言った質問などがありました。　
里山の会ではこの講演会の記録をビデオカメラに収録できました。編集ができれば、皆さんへの貸し出しや、DVD等での提供も考えています。講演会では2名の入会者を迎えました。また当日メールで入会届がありました。
会員名簿の整理　　年度末に257名を上回れるか？　厳しい瀬田際です。　新入会員の募集に協力をお願いします。　
12年度当初は259名の会員で出発しました。これまで退会者が18名で入会者が38名でした。また1月末現在の会費未納者が10名でそのうち9名が退会を表明されています。年度末には会員の確定をと集中した取組を進めていますが、退会者を上回る入会者を迎えて、前年度を上回った会員数で出発したいものです。皆さん方の強力なご支援をよろしくお願いします。
淀川資料館展（3月1日）開催を延期となる　
いい川づくりを目指すとして開催してきたワークショップを中心に展示発表や事例発表の場を企画して河川レンジャーを中心にして準備を進めてきましたが、諸事情が重なり、ご期待に添う事ができなくなりました。よって延期の連絡がありました。週刊ニュースでも開催予告をお知らせしてきましたが、残念な事態になりましました。申し訳なく思っています。
炭焼き体験　（釜だし5日）　250ｋgを生産　　城陽市図書館の消臭対策用品として納品しました。　
今回の炭焼き体験は原木の切り出し作業に京都府の呼びかけや案内の予定があって、ずいぶん期待をしていました。掲載時期の関係で切り出し作業には間に合わなくなり、原木の窯詰作業からとなりました、しかし実施前日に凄い降雨があって、足元の安全確保から延期せざるをなくなりました。そして窯詰作業を実施、着火を行いましたが、なかなか着火せず調子よく燃えだしたのは三日目となるアクシデントがありました。そして炭の窯出し作業も計画通りに進まずアクシデント続きの中での作業となりました。ウイークデーの事でスタッフの皆さんには午前中だけの出席や午後からの参加などという時間調整をしながらご協力をいただきました。人数も揃わないなかで大変な重労働となりました。本当にご苦労様でした。その上に切り出しておいた原木がもう一窯分残ったので、2回目の窯詰を行って、今朝（6日）の早朝の着火に成功しました。夕方の煙の出方では調子よく燃えているようです。火口を閉めて明日の夕方には密閉が可能ではないだろうかという状況です。窯出し予定は16日の土曜日の午後に予定できそうです。ご協力下さい。お待ちしています。
カスミサンショウウオの生育地調査16日（土）午前10時集合　京田辺市役所前　集合後現地に移動します。受付人数6人
里山の会は京都府の絶滅の恐れのある生き物の指定に「フナバラソウ」「レンリソウ」そして「カスミサンショウウオ」を推薦して25種に加えられています。そして保全管理の担当団体に指定されています。京田辺市で生育を確認して以来毎年調査を続けています。以前はハタケドジョウと呼ばれていました。たんぱく質の確保が難しい時代には貴重なタンパク源としてされていたのではないでしょうか。湿気の残る落ち葉などに身を隠して生活をしているのです。農薬などが使われだして姿が見られなくなり近年絶滅寸前種に指定されている大変貴重な両生類です。それが私たち里山の会の活動の中で京田辺市と木津川市の2か所で発見されました。今回はその生育を確認するために皆さんのご参加を呼び掛けます。京都府では「無断で捕獲すると1年以下の禁固と50万円以下の罰金」を設けています。従って参加希望者を6名と限定して調査を行います。FAXで申し込みをお願いします。住所氏名電話番号を連絡ください。多数の場合は抽選とさせていただきます。　締切は12日の午後5時必着とします。詳細は後日連絡します。
観梅ハイキング10日（日）午前10時集合　近鉄富野荘駅　　
3月3日は厳しい寒さで大変でしたが、気温がずいぶん暖かくなってきていますので10日には開花も期待できるのではないでしょうか。毎年約15名の出席があって、忙中閑というか少し気分がゆっくりする時間として都合のいい時期ではないでしょうか。歩く距離も適当で楽しいひと時として、多くのご参加をお待ちしています。　集合は近鉄富野荘駅10時、持ち物は弁当や飲み物等持参ください。
NPO会計の説明会　14日午後1時～4時　講師・・京都NPOセンター西田氏　里山の会事務所　
里山の会は12年度には会計部門のアクシデントが続き大変な一年となりました。各地で開催される学習会に出席して学習を重ね、事務局会議などで論議を繰り返してまいりました。今回京都NPOセンターのご協力が得られて西田さんが講師として援助と解説を引き受けていただきました。NPO会計ソフトについても教えていただこうと思っています。ぜひともお越しください。
会誌34号　原稿締め切り3月20日迫る　用紙B5　余白（上下左右）24mm　文字ポイント明朝10.5　文字数1000文字
いよいよ原稿締切日が目前になりました。1月24日444号で原稿募集を呼びかけましたが、皆さんからの原稿の到着がこれまでとはずいぶん遅れ気味となっています。大至急送付いただきますようお願いします。
里山農園　大村氏所有地の大部分の笹竹刈取完了　田圃の排水溝の設置です　
里山農園は、笹竹の伐採を集中的に実施してきた結果、現在14号地までその全貌が可能になりました。1号地2号地（青物を栽培中）の数倍の広さになりました。残る作業は山からの滴り水の排水溝の掘削です。水ぬるむ本格的な春になり元気に植物が繁茂する前に作業を実施しなければなりません。皆さんのご協力をお願いします。現場に作業場所を明記したメモを掲示していますので各人が許す時間作業を行ってください。待っています。
